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国立民族学博物館研究報告  2巻2号

を胴 巻 きのよ うに巻 きつ ける。かつては

この胴 巻にお金 やタバ コ,武 器,と きに

は食糧 品を入 れて いた。なお上衣 は女性

の服 とほ とんど変 らない。男性衣服 の縁

ど りには9本 の毛糸を撚 り合 わせ たガイ

タ ンra首TaHと よばれ る紐を縫 いつけて

いた。他 のバルカ ン諸民族 や トル コ人の

場合 も同 じで あるとい う。

 6月6日 曇 小 雨が ときどき降 る。

8時10分 のバ スで,テ ィルノボか らガ ブ

ロボへ移動。 ホテル ・バルカ ンに宿泊。

ガブロボはヤン トラ川をはさんだ山間の

細長 い町で あった。着いてす ぐ郊外 に建

て られた手 工 業 の 博物館 を訪れ た。 こ

れは 「民族学的公園 ・博物館 寒エ トル"」

ETHorpad⊃cKM napK-My3eti``ETbP" と

称 されている独特の施設 で,全 部で62種

の手工業が それぞれ別の建物 に納 め られ,

実 際に職人が仕事を している状態で展示

されている。1974年 ブ ルガ リア最高の国

家賞で あるデ ィミ トロフ賞 を受賞 した ラ

ザル ・ドンコフJIa3ap双OHKOB博 士 の

設計 と努力で実現 した ものである。 この

日は日曜日で あったが,68歳 の ドンコフ

博士 は自 ら私 たちを案内 して下 さった。

博士は私に,も う何年も日曜日に休んだ

ことがないと語っていた。公園 ・博物館

の各職場の職人たちはほとんどが定年を

すぎた年金生活者で,彼 らの製品は売店

で現金で販売されていた。老人労働のこ

うした利用法については,当 然のことな

がら賛否両論があり,そ の中でこれだけ

の事業を完成させることは容易なことで

ないと思われた。

 ガブロボは昔から手工業の盛んなとこ

ろで,こ の公園 ・博物館 もその伝統や施

設を生かしたものであった。建物の屋根

は,ほ とんどが付近で産する長石の薄板

であった。ナイフ製造,天 然の水力を利

用 した研ぎ屋,洗 濯屋,木 工場,鍛 冶屋,

皮革屋,織 物工場,馬 車製造,靴 屋,菓

子屋,陶 器工場,板 金工場,装 身具の製

造などで,な かには19世紀風のコーヒー

店もあって,見 学者たちはそこで実際に

コーヒーを飲むことができた。
  o

 ETbPが1963年 ドンコフ博士によ っ

て創設,維 持されてきたことは,す でに

記 した通 りである。園内の橋 のた もとの

石柱に は,独 立運動時代 の志士 ラコフス

キr.C. PaKOBCKHの つ ぎの句が刻 まれ

写真17「 エトル」の水車小屋。

    屋根 は砂岩の板
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加藤 ブルガリア民族学の旅

写真18 ラコフスキの旬碑の

  前で。左 ドンコフ

  博士,右 筆者

てあ った。

 BalliMHo orH∬皿異e He ocTaBaii--

 CTapH o6HqaH He npe3Hpa員!

 (父 な る炉 を捨て去 るな,古 い慣習 を

 さ げすむな!)

 私 た ちは外 国か らの遠来 の客 として,

同 じく園内につ くられた民家 風の レス ト

ランでたいへんおい しいブル ガ リア料理

の昼食までご馳走 にな った。 この とき ド

ンコフ博士 は,日 本の雑誌 のために この

博物館の概要 を書 いた原稿 を送 ろうと言

われた。

 と ころが,そ れか ら約半年 して私 が 日

本に帰国 したとき,1976年11月1日 付で

ドンコフ博士 の夫人マ リアMaPHH瓜o-

HKOBaさ ん か ら,ド ンコフ博士 が9月 に

亡 くな られたとの死亡通知が届 いていた。

原稿 も別便 で到着 したが,ブ ルガ リア語

で あった。 ドンコフ氏 は私 たち と会 った

3カ 月後に死亡 されたのである。 ここに

つつ しんで ドンコフ博士の冥福 を祈 る も

ので ある。

 ガ ブロボか ら山ひとつ越えた ところに

ある トリャウナ市 を訪 れた。 ここは古来

木工で知 られた町で,教 会の祭壇の両側

の壁面 や柱 などにほ どこされ た木彫,住

宅の天 井装飾 はとくに有 名で ある。また

この町 には「ブルガ リア ・ル ネ ッサ ンス」

期の住宅 が街区のままで現存 して いる点

で も珍 しい。 い くつかの通 りの交差点 に,

四方か らよ く見え るよ うに木造の古 い鐘

楼 が立 って いた。ユ190年 創 建 とい うアル

ハ ンゲル ・ミハ イル教会 の3層 の イコノ

スタス(祭 壇の両側壁面 の聖画 また は浮

彫)は す ば らしか った。1807年 建 設 の商

人ダ スカロフzaaCKa」IOBの 家 も博物館 と

して保存 されて いたが,内 部 の壁や天井

の木彫,と くに天井中央 につ け られた大

きな太陽の形 の彫刻は見事 であ った。

 木 彫 の材料 は,以 前はクル ミ,ボ ダ イ

ジュであ ったが,今 は他 の木 も使 って い

る。 そ もそ も トリャウナ流 の木彫 は ヒレ

ンダル スキXvapeH,aapcKvaに 学 ん だ17世

紀 の工 匠 ウィタ ンBvaTaHに 由来す る と

言わ れる。

 な お,こ の町 には14歳 で入学 し4年 間

学ぶ ことになってい る木彫専門 の学校が

あ った。1920年 創 立,生 徒総数 は400人 。
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写真19 ト リ ャ ウ ナ の 街 角

ただ し女子 は稀 である との こと。 この種

の学校は ソ7イ ア,ル セ,プ ロウデ ィフ

に もあるとのことだ った。

 ガ ブロボか ら東方16キ ロの盆地 にある

ポジェンツィBo》KeHUbl村 を訪 れた。総

数50戸 ほどで あるが,村 全体 が住民 の居

住 しているままで建築史 的な国立公 園に

指定 されていた。 この村 の創立者 はテ ィ

ルノボがオスマン ・トル コに占領 された

とき,敵 手 をのがれて 山中 に逃げたベ ジ

ェナ とい う女性(9人 の子 どもがいた)

で ある と,伝 説 は伝 えて いる。 この村 の

住民は代 々男 は鍛冶屋,女 は織物で知 ら

れ,そ の製品を遠 くロシア,ル ーマニア,

オ ース トリアまで運 んで売 りさばいた。

また皮革 商人 も多 く,彼 らは稼 いだ金で

見事な住 宅を建 てた。今で はほとん どが

150年 か らの 歴史 を もって いる。果樹に

包まれた緑の中に,そ れぞれ個性的な住

宅が斜面に白壁を見せ てお り,た しか に

文化財に指定 されるだけの ことはあると

思われた。つ くりはいずれ も優劣 を分 ち

に くく,歩 いていて もつぎつぎに目 うつ

りす るほ どであ った。基礎か ら1階 の高

さまで は,煉 瓦大の ものか らその3-4倍

く らのい大 きさの 自然石 を積 みあげてい

た。今 では,村 の若い者 は多 く都会へ 出

ている との こと。玄 関 口の ところに古株

のブ ドウを植 えてい る家 も多か った。

写真20ポ ジェンツィ村の民家
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 こ こで若干 の時間が あ ったので,250年

前 に 建て られた とい う ペ トコワMapHA

neTKOBaさ ん(62歳)の 家 を訪れ,中 を

見せて もらった。容器 には陶器 のほか,

銅 器0木 器 も多か った 。ロシア式 の壁ペー

チカはなか った。今 では ごく少な くなっ

た手織 の布地 は,ほ ころびをついで大切

に使用 していた。私 は ここでペ トコワさ

ん にこの山村でのかっての食事 の ことを

きいてみた。通訳には同行 のネデ ィさん

をわず らわせた。

〔ポジ ェンッェ村め食事〕

 朝 はふつ うポパ ラrlonapaと い うもの

を食 べた。 ポパ ラにはい くつかのバ リエ

ー ションが あった
。

 (1)新 鮮 な牛乳にパ ンを ちぎって入 れ

た もの。 この中 にわずかの塩を加える。

あるいは砂糖,蜂 蜜 で味つけをす ること

もある。パ ンは小麦粉,大 麦粉,ト ウモ

ロコシ粉を単独また は混合 で用 いた。

 (2)ペ トコワさんの若 い頃には,秋 に

キャベッを 塩水 に 漬 け,1-2ヵ 月 お く

と酢 っぱい汁がで きる。 これはゼ レワ ・

チ ョルバ3eπeBa qOP6aと よばれる。

このゼ レワ ・チ ョルバを煮 て この中に水

ときの麦粉 を入れて煮 こみ,こ の中にパ

ンをちぎ って入れて食べた。

 ゼ レワ ・チ ョルバ にヒッジの肉,米 そ

の他 を加 えて煮 こみ,水 ときの麦粉 を入

れ,煮 て塩で味つ けす る。 これにパ ンを

ちぎ って入 れて食べ た。 これ は昼食に も

なる し,お 祭 りの ときの食物 に もな った。

しか し肉や米 は0般 民衆に とっては貴重

品であ った。

 (3)④ クル ミをいため,水 を加えて熱

す る。◎粉 に水 と塩を加 えて こね,直 径

lcmほ どの団子をつ くり,こ の団子 に

とお しにか けた粉 をまぶ して④の中に入

れて10-15分 煮 る。塩で味つける。◎ ど

んぶ りの中にパ ンを ちぎって入 れ,◎ を

そそぎか けて食べ る。

 昼 食 にはカル トフェナ ・ヤ フニヤKa-

PTod)eHa HXHNﾘと い うものを 食べ た。

これはつぎのようにつ くった。④ ヒマワ

リ油 で玉 ネギ の薄切 りをいため,ブ タの

脂肪Macを 加 えて玉ネギが黄 いうにな

るまでいためる。◎ ジャガイモ,パ セ リ,

水 を④ に加 えて煮 こんで,塩 で味 つけ し

て仕 上げる。 これ に トマ ト,ト ゥガ ラシ

を加える こともある。

 トウモ ロコシの粉を カユに して食べ る

ことも多い。

 ほ かにイ ンゲ ン豆 やフジマメを用 いた

豆 料理 もあ った。玉 ネギの薄切 りをバ タ

ーでいため
,色 がつ いて きた ら,水 と豆

を加えて長時間煮 こむ。塩 とコショゥで

味つけを し,皿 に もってパセ リMarAaxos

を か けて食べ る。 これは水加減 しだいで

スープに も主食 にもなった。

 夕食 には,昼 食 の残 りものを食べ る。

 漬物 はふつ う樽 に漬 ける。 日本 のよ う

に,ま るかん なを用 いて作 った桶 や樽 が

ブルガ リアではよ く利用 されていた。青

い トマ ト,青 い トウガラシ,ニ ンジ ンを

樽 に入れて塩 と水 を加え,約1ヵ 月お く

とで き上る。 これをサラダの ように して

食べ る。キ ャベッ もこのように して漬 け

る。漬物の汁は捨 てないで利用す る。

 祭 日には必ず と言 って もよい くらい,

バ ニ ッッ ァbaHxuaと い うものをつ くっ

た。 これは ロシァの ピロシキによ く似 た

ものである。④粉 に水を加えて,よ くこ

ね,適 当な大 きさに分 けて めん棒で薄 く

のばす。◎ 白チーズ,酸 乳,卵 をまぜた

ものを④ の中に入れてつつみ,こ れを火
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床 で焼 く。 これ にバ ターをつ けて食べ る。

シュチルlllTMPと い う葉 を み じんにき

ざんだ ものを④ の 中に入れ ることもあ っ

た。シ レネCHpeHe(ロ シ ア語 のBpblH3a)

とよ ばれる酸乳 はと くに愛用 された。

 祭 日のご馳走 と してはサ ロミCaPOMH

とい うものもあった。④ 植物油で玉 ネギ

の薄切 りをいためる。 この中にひ き肉,

米,ト ウガ ラシ,塩,黒 こ しょうを加 え

て さ らにいためる。 ブ ドウの若葉 に④ を

くるんで,フ ライパ ンに平 らにおき,水

をひたひたに入れて1-1.5時 間 とろ火 で

煮 こむ。皿に もって,乳 酸をか けて食 べ

る。

 ブ ドウの葉 の保存方法 はつ ぎの通 り。

新鮮な葉を1枚 ご とに塩 をふ りか けて重

ね,紙 に くるんで保存す る。使用す ると

きには これに熱湯 をか ける。春の新鮮 な

ブ ドウの葉は,湯 をか けて そのまま食べ

ることもあ る。

 肉は焼串に刺 して食べ ることも多い。

全体 と してブルガ リアの料理 には脂が多

く,そ れを トウガ ラシで赤 くしてい るの

が特徴であ る。ブル ガ リア人があ まりに

トウガ ラシを愛用 するので,最 近政府 は

国民の健康 をうれ えて,都 市 の レス トラ

ンに トウガ ラシを出す ことを禁 じている。

こう した辛 い味つけは,ブ ルガ リア人 が

他 のス ラブ諸族 とちが う点であ り,同 時

にバルカ ン諸民族 の共通 した特徴 とされ

てい る。

 肉 の保存方法 にはいろいろあった。塩

をか けて乾燥させた り(flaCTbPMaと い

う),煮 あ げて ヒッジの 胃 袋 に 入 れた

りした。 家庭 で いろいろな ソーセージ

JlyKaHKaが つ くられた。 羊乳,牛 乳 な

どはたいてい酸化 させて食べた。

 飲 物 としては コー ヒー,果 汁,バ ター

を採取 した残 りの酸乳A帥aH,キ ビ粉 で

つ くったアル コール性の飲物Bo3aな ど

が用 い られ る。強い酒 として は,ブ ドウ

や アンズか らつ くった 蒸溜酒PaKvaAが

あ る。私は トロヤ ンの修道院で,修 道僧

が40種 の薬草を通 して濾過 した ラキヤを

1び ん8レ フで買 った。代金 は修道 院の

改築の費用にあて るとい う。

 一 般 にブルガ リアの各地で薬草が珍 重

され,バ ザールな どで もさまざまな乾燥

薬草が売 られていた。野山で薬草を採集

して いる人 々に もよ く出会 った。 ネデ ィ

写真21 トリャウナのバザールの薬草屋
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さんの家 で も,ご 主人の父親 はたいへん

な薬草愛好家 で,老 人の ありあま る余 暇

をすべて薬草採 りとその調合についや し

てい るとい う。薬草 と言 えるか どうかわ

か らないが,ネ デ ィさん の家族 はみんな

クル ミの青い実(熟 す前 の)と ノバ ラの

実をまぜて煎 じた ものを飲んで いる。ボ

ダ イジュの花でつ くった 「茶」 はソフィ

アの薬局で も売 られていた。 ネデ ィさん

の ご主人 はこれだけを飲 んでいる。私 も

1袋 みやげに もらい,帰 国 して飲んでみ

た。 と くに就寝前にのむとよ く眠れ るよ

うな気が した。効能 はた しかにあると思

わ れる。

 6月5日 の昼頃,テ ィルノボか らバ ス

で アルバ ナシAp6aHaCH村 へ古 い建築物

を見 に出か けた。 このあた りの建築 はア

ルバ ナ シ型 として,全 国的に も特徴 を も

っている。村 は明 るい丘 陵上にあ り,家

々は石垣 でか こまれていた。 全部で120

戸 く らいあるが,農 業を してい るのは5

軒 だけで,あ とはみなテ ィルノボへ通勤

してい るサ ラ リーマ ンという。 しか し庭

先にはブ ドウ,モ モなどの果樹,ジ ャガ

イモ畑があ り,ニ ワ トリがの どかに餌を

つついていた。

 こ こではまず コスタンッァ リェ フKo-

CTaHua測eBと い う17世 紀 初 めの民家を

見学 した。外 側か らはまるで城 のようで

あったが,中 は広 々と した2階 建で,階 段

は枕木の ような角材 でで きて いた。部屋

の入 口はいずれ もアーチ型 にな っていて,

扉 だけは四角形で あった。応接間,客 間,

居 間,炊 事場な どに分れてお り,床 に じ

ゅうたんを敷 いて人 々が横 になるれよう

になって いた。 この点は中央 アジアや中

近東 と同 じで あった。1階 は家畜小屋や

物 置と して使用 され る。便所 の穴が三角

形にな っているのが面 白か った。広 い庭

にはサク ランボが多 く,お りしも食べ 頃

で,好 きなだけ自由に枝か らもいで食べ

ることができた。

 ア ルバナ シ村 ではまた聖アルハ ンゲル

教会(17世 紀)を 訪 れた。質素 な建物で,

入 口に近い方が女性用,祭 壇に近 い方が

男性用の部屋にな ってお り,天 井 はすべ

て聖画でおおわれていた。壁は煉 瓦積み。

木材は地 はだが見えるよ うに利用 されて

お り,日 本建築が連想された。

 6月8日 と きどき雨 今 日はガブ ロ

ボか ら トロヤ ンへ移 る日。日本の中国山

脈 のよ うな山の中にあるガブロボ には,

朝 か ら深 い霧がたれ こめていた。 ブルガ

リァ もまた,今 年 は例年 にない雨の多い

年 とい う。2泊 分のホテル代18.72レ フ 。

7時20分 ホ テルを 出て,重 い トランクを

下 げてバ スセ ンターへ。10時 半 トロヤン

着。町 はずれ,300段 く らいの石段 を上

った上 のホテル に落着 く。

 まず 博物館 を見学。 トラキァ,ロ ーマ,

古 ス ラブな どの時代 の考古学的遺物 もあ

ったが,な ん と言 って もユ9世紀以 後の陶

器 と木彫 の コレクシ ョンがすば らしか っ

た。揺藍 に男女 の別 のあるの も面 白か っ

た。揺 藍をつ り下 げる木 の枠組の左 右両

端 に鳥形の彫刻があ り,そ の鳥が外を向

いてい るのは男の子,内 側を向いてい る

のは女の子であ るとい う。

 トロヤ ンは,私 自身 これまで寡聞に し

て知 らなか ったが,陶 器で世界的に有名

である。 この地の粘土が焼物 に適 し,し

か も薪 と水 に恵まれていることが原因 と

されて いる。

 6月9日 はまず市 内の陶器工場を見学

した。従業員600人,年 産額300万 レフ。

Tpoxxcxa xepaMHxaと よばれる独 自の
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写真22祭 壇壁面(イ コノスタス)の 装飾

   の一部。19世 紀の木彫。 トロヤン

   博物 館

うわ ぐす りの塗 り方を開発 している。焼

物 は今は電気 炉を利用 し,1000。Cの 窯

に2度 通 している。市 内には陶器 の工業

学校 もある。

 午 後 は郊 外6kmの 山 中にある トロヤ

ン修道院を訪れた。 リラ,バ チコボとな

らぶブルガ リアの3大 修道院 の1つ で,

17世 紀 初頭創建,19世 紀 に現状 に形づ く

られた。教 会は1835-31年 に建設,ブ ル

ガ リァ ・ルネ ッサ ンス期 の著 名な画家ゾ

グラフ3axapua 30rpa(bの 手 になる聖

画が内外 の壁面 をおお って いた。祭壇の

中央部,3段 目に 高 さ1.5m.以 上 と思

われ る大十 字架 が立 って いた。修道院僧

の個室は木造3階 建で,テ ラスのような

広い廊下 で結 ばれていた。 その一部には,

19世 紀 後半 のブル ガ リア独立運動時代,

革 命家 ワシル ・レフスキが トル コ官憲の

手 をのがれて ここでか くまわれた とい う

ことで,こ の出来事 にちなむ遺品や写真

が展示 されていた。 もちろん修道院長が

か くま ったので ある。 この修道院 には現

在5人 の修 道僧 がいたが,建 物 の改築 の

ために,酒 やろ うそ くなどを売 って資金

をつ くって いた。

 トロヤ ン市 内には約40人 にのぼ る焼 物

やチェカ ンカ(銅 板叩出 し)の 職人が 自家

営業 を して いた。 これ はみ なマ スチ ェル

とい う称号を もってお り,質 の高い民芸

写真23 ト ロ ヤ ン修 道 院 の 一 部
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加藤 ブルガリア民族学の旅

写真24 トロヤン修道院内の教会入口。手前の人はネディさん

品をつ くって,こ れを売 りさば く特別組

織を通 じて流 して いた。私た ちはバエ フ

BaeBと い う陶工(63歳),ト テ フToTeB

とい う板金工(77歳)の 家を訪れ,そ の

職場 と作品を見せていただいた。

 6月10日 早 朝のバ スで トロヤ ンを出

発,ヤ ブ ラニ ッァ,ボ テグ ラ ドを経 由,

ウ ィチヤBHT朋 峠 を越えて ソフ ィアに

帰着 した。午前11時40分 。 ボテグ ラー ド

は現在 のブルガ リア最高の指導者 トドル

・ジ フコフの出身地であ るか らか,道 路

も住 宅 もず ば抜 けて よ く整備 されていた。

政治家が 自分 の出身地 に力を入れ るのは

いず れの国で も同 じらしい。

写真25 トロヤンの自家営業の陶工バエフ氏

 私たちが旅行 したのは,も ちろんブル

ガ リアの一部にすぎないが,そ れでもこ

の国の自然が変化に富み,,し かもたいへ

ん豊かであることを痛感 した。恵まれた

国土でありながら,ま だ人口密度 も高い

とは言えず,う らやましいほど可能性に

富むと思われた。人々は全体 として控え

目で しかも明るく,親 切であった。伝統

を大切にしながらそれにとらわれず,店

にな らぶ生活必需品にしても,色 彩や形

などにブルガ リア人のす ぐれた美的感覚

がよく反映 していると思われた。街をゆ

く人々の衣服のデザインや色彩,み やげ
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品などに も,こ の ことはよ く現 われてい

た。

 ま たソフィアやプ ロウデ ィフ,ワ ル ナ

などの都会では ロシア語 だけでな く,英

語,ド イッ語,フ ランス語の話 せる人 も

多か った。 と くに ドイッ語の普及 してい

るのには驚いた。 ロシア語 は4年 生か ら,

英 語 と ドイツ語は選択 で7年 生 か ら,い

ずれ も10年 生まで必修であ った。 ほか に

ソフィアには,7年 終了 で入学す るロシ

ア語,英 語,ド イツ語の専 門学校 があり,

入 学試験は難 しい との ことだ った。

 以 上,こ こに紹介 したのは ごく表面的

なことが らにす ぎない。今後,東 ヨーロ

ッパやバルカ ンの他 の諸 民族 との比較 に

おいて,さ らにつ っこんで研究 される必

要 があろう。ブルガ リアは民族学的 に じ

つ に興味深い国の1つ である。 この一文

がそのための刺戟 になれば幸 いである。

 最 後に,も う一度 ブルガ リアの対外文

化協会のKHCbOB, KOCTOBa, ソ フ ィア

博物館のrlyHTeB,田[MnqaHoBaそ の他多

くの人 々に心か ら感謝す る もので ある。

私 も今後再度,三 度 とブル ガ リアを訪問

す ることができ,ま たブルガ リアか らも
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専門家にきてもらえるようになることを

念願 してやまない。なお,ブ ルガ リアか

ら,依 頼 した民族学的資料がそろったと

いう連絡はまだないが,い ずれ近いうち

にくるものと期待している。
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